
　地球温暖化による気候危機対策や生物多様性、環境を守る取
り組みの中で、有機農業が見直され広がりを見せています。政
府も通称「みどりの食料システム法」を制定し、有機農業の農
地を今の0.5％から25％（100万ha）に拡大するとしています。
　柏市の農業従事者、農地は年々減少しています。私は柏市の
農業を再生するためには有機農業が有効な取り組みの1つにな
ると提案してきました。そして販路は学校給食です。先進的取り組みをしているい
すみ市は学校給食全量有機米を実現し、８品目の野菜も有機です。市は、私の提案
を受けいすみ市の取り組みを学び、教育委員会も「アレルギー解消にもなるので、
課題が解決されれば導入したい」と言います。実現まで取り組んでいきます。

　地球温暖化による気候危機対策や生物多様性、環境を守る取

有機農業広げ、食材を学校給食に有機農業広げ、食材を学校給食に

　2020年、世界的に権威のある英国の医学雑誌『ランセット』で、
認知症の40％は予防できる可能性があるとの研究が発表されま
した。認知症の12のリスク因子のうち、いちばんリスクが高い
のが難聴で、早めに改善に向けた取り組みをすることで認知症
の予防効果が期待できるとしています。
　すでに国内114の自治体が補聴器購入費の一部助成を行って
います。引き続き柏市での制度実現を求めます。
　柏市では、老人福祉センターで「聴脳力チェック」というアプリを使った検査が
できるようにするため、その準備を進めています。昨年中にWi-Fi整備が完了し、こ
とし3月初旬をめどにタブレット端末が配置されます。老人福祉センターをご利用
の際は、ぜひ耳の聞こえをチェックしてみてください。

　2020年、世界的に権威のある英国の医学雑誌『ランセット』で、

高齢者の補聴器購入に市の助成を高齢者の補聴器購入に市の助成を

　市では「保育のあり方」の案をまとめ、その中で公立保育園
について「保育需要が減少する局面」と前置きしながらも、統
廃合を検討するとしています。保育園全体の質の向上に、公立
保育園の果たすべき役割は重要です。
　2020年、21年、市内の株式会社の保育園が、保育運営費を
他市の保育園建設や人件費に流用している実態が明らかになり
ました。20年度は同じ株式会社の2つの園が、岡山市の保育園建設に1200万円、
21年度は別の保育園が川口市の保育園人件費に400万円流用しています。ある一
定金額以内であれば、市と協議して認められる仕組みになっていますが、本来保育
運営費は、その保育園の保育士の人件費や子どもたちのために使われるべきお金で
す。株式会社の保育園を抑制し、公立保育園を拡充させることこそ必要です。
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　柏市の〝過酷な徴収〟を私が本格的に取り上げたのは、
2010年の12月議会でした。一歩ずつ改善されてきましたが、
12年前は、まさにサラ金並み。サラ金は借り手に常に借金を負
わせておいて、利息で稼ぎます。柏市はこのサラ金と競い合っ
て徴収し、学資保険さえ差し押さえました。
　ついにこの12月議会、市は「生活保護受給者へは請求しない。
徴収することで生活保護基準を割り込む場合も徴収しない。執行停止（滞納金の免
除）にできる」と答弁しました。
　生活保護は、憲法25条「健康で文化的な最低限度の生活」の具体的な基準です。
最低生活費のほか医療や介護の費用、様々な加算、免除の制度があります。今回の
答弁で、執行停止の基準、差し押さえや分割納付の金額算出の基準が明確にされま
した。生活に困難を抱えた多くの市民が救われます。

　柏市の〝過酷な徴収〟を私が本格的に取り上げたのは、

〝過酷な徴収〟とたたかい12年〝過酷な徴収〟とたたかい12年

　柏市でも安くて便利なコミュニティーバスが走れば、高齢者
はもとより市民みんなが元気になり、街が活性化されます。
　「まずは柏駅と市役所の往復バスを」と議会で求め続け、柏駅・
市役所・保健所の往復バスが実現することになりました（１月
運行開始予定が車両メーカーの都合で遅れています）。さらに市
内全域でのコミュニティーバスの早期実現を求めています。
　たくさんの方から署名が寄せられている、既存のバス路線を高齢者が割引運賃で
乗れるシルバーパスについても、「今年度中に制度設計を行う。スピード感をもっ
て取り組む」との答弁がありました。一日も早く実現させるために頑張ります。

　柏市でも安くて便利なコミュニティーバスが走れば、高齢者

バスで気軽に出かけられる街にバスで気軽に出かけられる街に
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　12月議会で柏市は、パートナーシップ・
ファミリーシップ制度を3月から実施するこ
とを明らかにしました。パートナーシップ
制度は、同性婚や夫婦別姓を選択している
方を対象に、婚姻関係を市が証明します。
パートナーシップを結ぶ２者のほかに、家
族として暮らしている子どもなどがいる場
合に、その家族関係を証明するのがファミ
リーシップ制度です。柏市は多様な生き方
を認め合い、個性を生かせるまち柏の実現
をめざすとしています。
　制度の導入について太田和美市長は、市
長就任後の議会で日本共産党の質問に「導
入の方向で検討を進める」と答弁していま
した。
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